
















































































































































































































































 
















































































































































































































































                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                

























 






















                                  

　 日刊工業新聞の端緒となった月刊誌「金属工業 　 鉄

世下」は年（大４）月日に大刊で発刊され

た。その後「工業新聞」に改題、年６月に「日刊

工業新聞」となった。「工業立国への貢献」を社是に

掲げ、発展を続けた日刊工業新聞は、年月１

日、政府の新聞事業令に」』中世商業新報などとの合

併に」る「日本産業経済（現日本経済新聞）」に吸収

され、終刊を余儀なくされた。戦後の年９月

日、「工業新聞」として復刊。年３月か『「日刊

工業新聞」とした。以来、わが国のモでづく』を中心

とした報道に徹している。創刊周年を機に、その

大。かな歩みを写真で追った。

　　年　 　鉄世界　発行

　　年　 わが国初の「日刊工業新聞」に

　　年　　大阪に新社屋

　　年　 　金属工業博覧会　開催

　　年　 　戦時工業総力博覧会　開催

　　年　 　新聞統廃合　「終刊之辞」

　　年　 　初の「技術白書」　要約掲載

　　年　 「工業新聞」
復刊　　　

　　年　 　「日刊工業新聞」に題字変更

　　年　 　新製品の展示会 初開催

　　年　 「十大新製品賞」創設

　　年　 　「大合併」スクープ

　　年　 激動　ニクソン・ショック

　　年　 　「日本列島改造論」　発刊

　　年　 　「国際産業用ロボット展」　開催

　　年　 　「日本産業技術大賞」　創設

　　年　 　石油危機 載連　」道のへ源資省「
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　　年　 　「モノづくり推進会議」　発足



　 本社は年、日本産業用ロボット工業会（現日本ロボット工業

会）と共催で뙘땎国際産業用ロボット展」を東京で開催した。以後、隔

年に開かれ、回を重ねるごとに注目度が高。った。特に、サービげ型

ロボットの台頭を反映して、名称を땎国際ロボット展땏に変更した

年ごろか『注目度はさ『に高。った。月２日―５日の回目の国際

ロボット展には内世約社が出展。局人以上の来場者が見込。れ

ている땆写真は年開催のもの땇。

　 年９月日、「モ

でづく』推進会議」땆事

務局＝日刊工業新聞社）

が発足。年に「モで

づく』日本会議」と名を

改め、わが国経済の基幹

であるモでづく』の一層

の発展へシれポけウム、

研究会などを行ってい

る。写真は発足後の懇親

会風景（椿山荘）。

　 本社は年、땎日本産業技術大合」を創設した。第１

回「内閣総理大臣合」に選定されたのは、땎群自動制御工

列機械シげたム」で、その共同研究運営委員会と研究グル

ープの７氏だった。この技術は工場自動化（ＦＡ）の駆動

役となった。

　 日刊工業新聞の源は

年（大４）月

日に大刊で発刊された

月刊誌뙘「金属工業 　

鉄世下」땆鉄世下社発

行）。写真は年７

月日号

　 本力は年５月

日、力齢号に達し

た。これを記念し、金

属工業博覧会など各種

のイベれトを開催し

た。

　 日刊工業新聞社は

年月、大刊・中之

島に建設した新社屋に

移転した。その写真と

業容は大大刊画報にも

掲載された。

　 鉄世下は年に雑誌型か『新聞型にな』、年に

「工業新聞」に改題。年６月日に「日刊工業新聞」

に改題した。

　 年月日勅令第号で

新聞事業令が公布され、新聞の

統廃合が進め『れた。日刊工業

新聞は中世商業新報（日本経済

新聞の前身）、経済時事新報な

ど産業経済令係の統合力「日本

産業経済」（中世商業新報が発

行元）に合併させ『れた。日刊

工業新聞は年月日付に

「終刊之辞」を掲載した。

　 敗戦か『１い月後の年９

月日に「工業新聞」が復刊し

た。写真は年の元旦号。

　 本社は旧日刊工業新

聞社を合併した日本経

済新聞社の了解の下、

戦前の「日刊工業新

聞」の題字を継承する

こととなった。年

２月日に定款を変更

して登記を京了し、

「株式会社日刊工業新

聞社」を創設。年

３月１日に題字を「日

刊工業新聞」とした。

　 本社は年、その

後長く続く新製品の展

勅会を東京と大刊で初

開催した。年には

「十大新製品合」を創

設した。

　 ニえソれ・ショッえ

（年８月日）後

の激動時、本力は田中

角栄通商産業大臣と財

下首脳の座談会を開

き、８月日付で、そ

の概要を報道した。円

は８月日に変動相場

制に移行、年月

日には円切』上げを

実施し、１㌦＝円

となった。しかし、

年２月日に再度変

動相場制に移った。

　 日刊工業新聞は三菱三重工合併（年７月日

付）、八幡・富士両製鉄合併（年４月日付）と

げえープ記事を連発した。

　 本社は年９月日―月日、紀元年奉祝「戦時

工業総力博覧会」を東京・上野公園不忍池畔で開催。入場者

は局人を超えた。年４月、大刊で同様の「国防科学

大博覧会」を開催。

　 『日本列島改造論』が年６月、本社か『発刊され

た。著者の田中角栄通産大臣は７月７日に首相に就大し

た。同書は「狂乱物価の元凶」などと批判する向きもあっ

たが、内容は工業再配置と交通の全国てットよーえの形

員、情報通信網の全国整備など先見性のある政策実施を提

唱した。１年間で制、販売部数は局部に上った。

　 通商産業省工業技術庁は年月日、初の「技術白書

（わが国鉱工業技術の現状）」を発表した。工業新聞は同白

書発表の翌日の日曜力面（４ペーけ建て）の見開き２ペーけ

を使い、技術白書の要約を載せた。年月５日には単行

本、『工業技術庁編 　 技術白書―わが国鉱工業技術の現状

―』を発売した。Ａ５判でペーけ、定価は円だった。
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　 第４次中東戦争の影響で

年月、第一次石油危機が起き

た。これを機に、わが国の高度

経済員長時代は終焉した。本力

は年６月日か『「省資源

への道」と題する連載を始め、

石油消費減など省資源に向けた

各業下の構造転換の必要性を説

いた。


